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会
長
就
任
に
当
た
り

△
夏

唐

木

置
〓

虚

四
月
の
国
会
で
八
月

一
一
日
を
山
の
日
に
す
る
と
い
う
法
案
が
可

決
さ
れ

（
二
〇

一
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
見
通
し
）
、
長
野
県
で
は

七
月
第
四
日
曜
日
が
山
の
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
新
聞
で
も
山
に
関
す
る
記
事
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
登
山
規
制
、
入
山
料
、
山
の
ト
イ
レ
、
自
然
保
護
等
多
く

の
問
題
を
抱
え
る
中
で
、
登
山
に
対
す
る
認
知
度
が
高
く
な

っ
た
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
流
れ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
長
野
県
山
岳
協
会
は

社
会
的
に
存
在
感
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
果
た
す
べ
き
責
任
も
重
く

な

っ
て
き
ま
し
た
。

五
十
年
の
山
岳
協
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
時
代
、
時
代

に
求
め
ら
れ
る
活
動
を
礎
と
し
て
積
み
重
ね
な
が
ら
、
今
日
の
姿
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

今
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
協
会
員
だ
け
に
目
を
向
け

て
い
れ
ば
良
い
時
代
か
ら

一
歩
進
み
、
幅
広
く

一
般
登
山
者
に
目
を

向
け
る
活
動
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
山
に
関
す
る
諸
問
題
解
決
の
最

前
線
に
立

つ
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

」詈　始襲ぃ札崚知釧ど〓に赦嘲計」痢「牛

ま
で
積
み
重
ね
て
来
た
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
が
し

っ
か
り
と
実
践
し
て
行
く
事
こ
そ

劉則
　
獄

つ 事
は
ほ
置
漱
け
酬
い
薇
”
〕
齢
動
声‐こ
『
場

―
ド
に
流
さ
れ
、
自
ら
を
見
失
わ
な
い
よ
う

心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
者
と
な

っ
た
山
岳
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
参
加
者
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
今

後
と
も
安
定
し
た
運
営
に
心
が
け
、
さ
ら
な

る
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
次
年
度
の
指
定

管
理
者
と
し
て
の
指
名
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

山のニュースは

信濃毎日新
はやい  よみよい

信濃毎日新聞ご購読のお申込は[画 0120-81-4341ま で



山岳協会ニューズ 肱2β (2)2014(平成26)年 6月 20日 発行

ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
個
人

会
員
制
度
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
呼

応
し
た
も
の
で
あ
り
、
方
向
も
見

え
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
は
前
宮

今
年
二
月
、
県
は

「信
州
山
の

日
」
の
制
定
を
契
機
に
、
二
〇

一

四
年
度
を

「信
州
の
山
　
新
世
紀

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
「
山
』
に

関
す
る
様
々
な
取
組
を
集
中
的
に

実
施
し
、
『
山
』
を
盛
り
上
げ
る

一
年
に
し
て
い
く
」
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
登
山
に
対
す
る
社
会
的

な
関
心
が
高
ま
り
、
今
や
我
々
長

野
県
山
岳
協
会
も
、
自
分
た
ち
が

好
き
勝
手
に
登
山
だ
け
を
し
て
い

れ
ば
よ
い
と
は
い
え
な
く
な

っ
て

き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
山
好
き
が
集

ま

っ
て
作

っ
て
き
た
任
意
団
体
と

し
て
の
本
来
的
な
意
義
、
す
な
わ

ち
我
々
自
身
の
登
山
の
充
実
、
足

元
の
山
岳
会
の
活
性
化
を
根
本
に

据
え
、
加
盟
団
体
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
下
、
未
組
織
登
山
者

に
も
長
山
協
の
活
動
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、

長
山
協
キ
ャ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
タ
ー

本
会
長
を
初
め
と
す
る
役
員
の
努

力
の
結
晶
だ
と
高
く
評
価
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

山
が
こ
れ
だ
け
関
心
を
集
め
る

中
、
歴
史
あ
る
長
野
県
山
岳
協
会

の
長
と
し
て
の
任
は
大
変
重
い
も

の
で
す
が
、
留
任
さ
れ
た
大
半
の

役
員
の
皆
様
に
助
け
を
借
り
な
が

ら
任
を
全
う
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ぽ
砒デ
撃
一番
号
バ
℃一一中一鏃筈

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
雪
山
交
流
会
、
　

　

る
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
を

「山
岳

長
山
協
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
単
　
　
に
関
す
る
研
究
、
調
査
と
健
全
な

一
の
山
岳
会
を
越
え
た
諸
事
業
を
、
　

登
山
の
教
育
事
業
の
場
」
と
位
置

重
要
な
技
術
研
修
、
懇
親
の
場
と
　
　

づ
け
、
協
会
の
社
会
還
元
の
重
要

位
置
づ
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
　
　
な
柱
と
考
え
て
運
営
を
し
、
過
去

充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
　
　
一
一年
間
の
運
営
を
き
ち
ん
と
総
括

ら
事
業
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
　
　
し
、
次
年
度
以
降
の
指
定
管
理
の

実
施
の
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
　
　
延
長
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

委
員
会
の
活
動
の
活
性
化
と
連
携
　
　
ん
で
い
き
ま
す
。

を
図
り
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
　
　
　
そ
の
他
、
社
会
で
問
題
に
な

っ

を
明
確
に
し
た
上
で
、
協
会
員

へ
　
　
て
い
る

「
遭
難
事
故
防
止
」
「
山

広
く
周
知
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
　

の
日
」
「
ト
イ
レ
」
な
ど
の
諸
点

委
員
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
　
　
に
つ
い
て
も
、
登
山
者
の
団
体
で

は
、
最
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
、
　

　

あ
る
長
山
協
の
果
た
せ
る
役
割
を

年
度
の
早
い
時
期
に

一
斉
委
員
会
　
　
考
え
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
す

を
開
催
し
、
組
織
的
な
動
き
と
な
　
　
る
と
と
も
に
、
冒
頭
述
べ
た
県
の

る
よ
う
追
求
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
提
唱
す
る

「信
州
の
山
　
新
世
紀

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
で
昨
年
　
　
一九
年
」
に
あ
た

っ
て
も
、
長
山
協

度
か
ら
開
館
し
た
山
岳
図
書
資
料
　
　
と
し
て
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
で

館
を
、
山
岳
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
　

き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

協
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
参
考
　
　
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
会
員
の
皆

に
し
な
が
ら
、　
一
層
使
い
勝
手
の
　
　
さ
ん
と
と
も
に
安
全
登
山
の
啓
発

よ
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
育
て
て
　
　
を
主
眼
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

い
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
　
　
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協

と
し
て
の
三
年
の
期
限
が
終
了
す
　
　
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

登山・ クライミング・ キャンプ

カヌー・ テレマーク・ 山スキー

松本市中央 2丁目 7の 14

丁EL&FAX 0263-33-3633
営業時間 10:00～ 19:30(日 曜祝日 10:00～ 18:30)

定休日 :水曜日

山とスキー専Fヨ店ブン

標高2,000mの雲上の一軒宿

θ
新緑とレンゲつつじのお花畑、

θ
百花乱舞の高山植物のお花畑、

《2)マ ツムシ草の大群落と紅葉、

θ 霧氷の自銀スノートレッキング、
(スノーシューロXCスキーレンタル有ります)

輻躙美ヶ原高原|ホテ|レ山本Jヽil鑽鑽
〒386‐0701長野県小県郡長和町美ヶ原5101‐ 1
丁EL 0268086‐ 201l FAX 0268‐ 86‐2013
URL http://www.utsukushigahara.oom
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2014～2015年度 長野県山岳協会役員名簿
役 職 氏   名 所 属 役 職 氏   名 所 属

名 誉
口

会 長 古 原 和 美
松本岳友会ライフ&
マウント 及

部導

普

指

遭難対策委員長 村 田 健 治 松本山登会

顧 問 唐 木  勉 伊那山の会 自然保護委員長 小 林 貞 幸 中条山岳会

久保 田元 夫 中条山岳会 ジュニア委員長 傘 木  靖 飯田山岳会
清 水  澄 原山岳会 競 技 部 部 長 森 山 議 雄 アー トウォール

島 田  良 諏訪山岳会 国 体 委 員 長 松 田  大 信濃高等学校教職員山岳会
田 村 宣 紀 グループ。ド。モレーヌ

スポーツクライ ミング
季    昌   辱 中 嶋 岳 志 信州大学山岳会

宮 本 義 彦 グループ・ド・モレーヌ 国 際 部 部 長 古 畠 俊 彦 グループ。ド・モレーヌ

会 長 唐 木 員 澄 伊那山の会 国際登山委員長 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟

副 会 長 競 技 部 長 森 山 議 雄 アー トウォール 国際交流委員長 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟
国 際苛S長・ 果 J61百 文
宮R十日当 古 畠 俊 彦 グループ・ド・モレーヌ 事 業 部 部 長 西 澤  晃 山幸グルッペ
争 務 局・ 山 缶 凶吾 資
料舘・ 山 信 す 獣 相 当 西 田  均 大町山の会 担 当 理 事 佐 イ白 不口人 山幸グルッペ

事業部長・ 諏訪 支部
・ 個 人全 昌IEI当 西 澤  晃 山幸グルッペ 医 科 学

委 員 会 医科学委員長 林  英 之 駒峰山岳会
及
部
普
支

部長・伊那 田 中 幸 雄 伊那山の会 高 体 連 専 門 委 員 長 浮 須 由 実 グループ。ド。モレーヌ

科学 。中高年・ 山
総合センター担当 杉 田 浩 康

松本岳友会ライフ&
マウント

個 人 会 員
IB  当 特 任 理 事 西 澤  晃 山幸グルッペ

理 事 長 理事会統括。高体連担当 大 西  浩 信濃高等学校教職員山岳会 監 事 花 岡  勉 岡谷山稜会
副理事長 理 事 長 補 佐 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟 伊 澤 則 昭 長野山岳会

事 務 局 事 務 局 長 河 竹 康 之 クライミングメイトクラブ 自 然 保 護 連 盟 派 遣 田 本寸 宣 糸己

事 務 局 次 長 佐 野 隆 司 伊那山の会 一
員

夕

部
ンセ

理

合

管

総岳

営

山

運
唐 木 員 澄 。西 田  均
杉 田 浩 康 。大 西  浩
河 竹 康 之・村 上 周 平

村 田 健 治・傘 木  靖

やまなみ編集担当 小 林 國 弘 長野山岳会

H P担 当 小 林 貞 幸 中条山岳会

支 部 長 東 北 信 支 部 宮 下 克 規 ホヮイトバーチ長野

中 信 支 部 栗 原  久 大町山の会 山岳図書資料館運営委員 唐 木 員 澄・西 田  均
大 西  浩諏 訪 支 部 渡 辺  剛 茅野山岳会

伊 那 支 部 片 桐 芳 昭 駒峰山岳会 長野県クライミングチーム 中 嶋 岳 志

及

部導

普

指

部 長 田 中 幸 雄 伊那山の会 長野県 山岳協会事務局 河竹康之 気付

指 導 委 員 長 村 上 周 平 茅野山岳会

一 中部山岳国立公園 一 北アルプス

槍・穂高に乾杯 爺ケ岳。“
9→ &鹿島槍ケ岳C2889→

2004年夏 冷池山荘全面リニューアルオープン !

新越山荘    種池山荘    冷池山荘

松本事務所/松本市沢村 11118
山のしおり進呈 (送料不要)

■‐390-0877  11EL0263-33-9458

山小屋直通 TEL090 1430 3328

新越山荘一種池山荘一冷池山荘

連絡先 大町市平借馬5328 柏 原 正 泰
TE1 0 2 6 1-22-1263

絆 れなハえ
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2014年度
‐
長野県山岳協会 上半期計画

日 4  月 5  月 6  月 7  月 8  月 9  月

1 火 木 火 金 月

2 水 金 月 水
第1回ジュニア登山教室
」OCジュニアオリンピック火

伊那支部幹事会
③

3 本 火 木
中信支部夏山登山教室
」OCジュニアオリンピック水

4 金 水 金 月 本
諏訪支部幹事会
④

5 第 9回山岳スキー競
技全日本選手権大会

木
長野県高等学校
体育大会

東北信支部夏山登山教室
諏訪支部夏山登山教室 火 金

6 第 9回山岳スキー競
技全日本選手権大会

金
長野県高等学校
体育大会

東北信支部夏山登山教室
諏訪支部夏山登山教室 水

7 月 常任 委員 会①(指導 委員 会 ) 水
長野県高等学校体育大会
物見の岩清掃 月

常任委 員会 ③
(指導委 員会 ) 本

8 火 木
東北信 支部 幹事
会① 火 金

宝 国 局寺 7校 4不
育大 会 (～ 12日 ) 月

常任 委員 会④
(指導 委員 会 )

9 水 金 月 水
ヤンパーチンキ
ャンプ (～22日 ) 火

10 本 火 木 水
や まな み 214号
発行

金 水 金
諏 訪支 部幹 事会
0 月 木

12 第 9回理 事会 月
常任委 員会 ②
(指導 委員 会 )

木 火 金
東信 地 区高校 新
人体 育大 会

13 第55回定期総会 火 金 水
東信 地 区高校 新
人体 育大 会

14 月 水
諏訪支部クライミング交流会
日山協第

“

回海外遭難対策研究会
日山協自然保護常任委員研修会

月 木

15 火 木
諏訪支部幹事会
②

長野県クライミング大会
日山協第

“

回海外遭難対策研究会
日山協自然保護常任委員研修会

火 金

16 水 金
南信地区高等学校
体育大会 (～ 17日 ) 月 水 火

17 木
第 17回雪上技術交流会

晃層ビ び葉代表者会議
火
伊那支部幹事会
② 木 水

中信支部幹事会
④

18 金
諏訪支部幹事会
①

第17回雪上技術交
流会 in針ノ木 水

中信支部幹事会
② 金

「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 月 木

19 月 木
東北信支部幹事
会②

「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 火 金

中信 地 区高校 新
人体 育大 会

20 火 一斉委 員会 金 竜贔鞣 菫£
「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 水

中信 地 区高校 新
人体 育大 会

21 月 水 木

22 火
伊那支部幹事会
① 木 火 金 月

23 水
中信支部幹事会
① 金 月 水

中信支部幹事会
③

講師講習会 I
(夏山) 火

24 木 第 53回指導 員検
定会 火 本

講 師講習 会 I

`百
11 水

25 金
第 53回指導 員検
定会 水 金 月 本

26 月 木
伊那支部夏山登山教室
第35回北信越国体 火 金

新校音
同
〈
不

区
大
地
育
信
体
南

人

27 火 金
伊那支部夏山登山教室
第35回北信越国体 水

南信地区高校新人体育大会
第27回長山協キャンプ

28 月 水 月 木 第27回長山協キャンプ

29 木 火 金 月

30 水 金 月 水 火

31 木

2013年度被表彰者

賞 団  体  名 氏 名 表 彰 該 当 事 項

山岳栄光賞
国体成年男子

長野県チーム

夫

輔

徹

郁

大

滝

原

嶋

今

笠

中

督

手

手

監

選

選

成年男子チームは、東京都で行われた第68回国民体育大会にお
いてリニド競技 1位、ボルダリング競技 2位入賞を果たした。
その成果はもとより、不断の努力により勝ち取った栄光と長野

県山岳界への功績は大である。

山岳栄光賞
松本県ケ丘高

等学校山岳部

大
樹
塁
郎
太

田は田は雌

松
滝
坪
平
小

督
手
手
手
手

監
選
選
選
選

松本県ケ丘高校山岳部は、大分県・ くじゅう山系で行われた第
57回全国高等学校総合体育大会において、準優勝を果たした。
その成果はもとよりt不断の努力により勝ち取った栄光と長野
県山岳界への功績は大である。
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去
る
四
月
五
～
六
日
に
栂
池
高

原
上
部

エ
リ
ア
に
て
今
年
の
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
こ
の
大
会
は
天
候
に
左
右

さ
れ
、
今
回
も
競
技
の
朝
ま
で
ギ

リ
ギ
リ
の
選
択
に
迷
い
ま
し
た
が
、

予
定
通
り
実
施
で
き
た
こ
と
に
今

で
は
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
大
会

は
日
本
山
岳
協
会
が
主
催
し
、
長

野
県
山
岳
協
会
を
は
じ
め
北
信
越

各
県
の
岳
連

・
協
会
及
び
地
元
小

谷
村
関
係
団
体
が
協
力
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
と
は
言
え
、
大
会
運

営
役
員
の
募
集
か
ら
始
め
旗
門
要

員
の
配
置
決
め
な
ど
、
裏
方
作
業

の
ほ
と
ん
ど
は
長
山
協
が
主
体
と

な

っ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
山
協
や
栂
池
観
光
協
会
を

交
え
た
事
前
打
ち
合

わ
せ
が
二
回
行
わ
れ
、

大
会
運
営
に
必
要
な

ス
タ
ッ
フ
は
六
〇
名

近
く
に
上
り
ま
す
。

う
ち
四
〇
数
名
を
長

山
協

・
北
信
越
各
県

か
ら
集
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
幸
い
に

も
過
去
八
回
に
お
け

る
協
カ
ス
タ

ッ
フ
の

名
簿
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
基
づ

き

一
月
末
か
ら
ス
タ

ッ
フ
募
集
を
開
始
し
、

三
月
中
頃
に
は
何
と

か
必
要
ス
タ
ッ
フ
が

集
ま
り
ま
し
た
。

事
前
打
ち
合
わ
せ

の
席
上
浮
か
び
上
が

っ
た
課
題
は
、

上
部
配
置
ス
タ
ッ
フ
の
宿
舎
問
題

で
す
。
第
二
回
か
ら
の
宿
舎
は
大

会
に
合
わ
せ
て
営
業
開
始
す
る
栂

池
ヒ
ュ
ッ
テ
を
利
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
開
業
時
期
を
Ｇ
Ｗ

直
前
に
す
る
と
の
事
で
、
代
わ
り

の
宿
舎
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
候
補
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂

駅
下
に
あ
る
大
阪
経
済
大
ヒ
ュ
ッ

テ
。
但
し
こ
こ
は
久
し
く
利
用
さ

れ
ず
に
四

ｍ
近
い
雪
に
埋
ま

っ
て

い
ま
す
。
大
会
運
営
上
、
少
な
く

と
も
上
部
の
旗
門
要
員

・
誘
導
要

員
は
レ
ー
ス
の
始
ま
る
前
に
は
現

場
に
て
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
上
部
宿
舎
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
当
該
ヒ
ュ
ッ
テ
を
管

理
す
る
Ｆ
氏
に
お
願
い
し
、
ヒ

ュ

ッ
テ
使
用
を
認
め
て
頂
い
た
も
の

の
、
入
国
の
雪
掘
り
作
業
が
必
要

で
す
。
大
会
前
の
四
月
二
日
、
日

山
協
の
旗
門
主
任
と
コ
ー
ス
設
定

に
予
定

ル
ー
ト

ヘ
出
た
際
、　
ロ

ー
プ
ウ
エ
イ
運
営
会
社
か
ら
山
頂

駅
舎
内
を
宿
泊
場
所
に
使

っ
て
く

だ
さ
い
と
の
申
し
出
を
受
け
、
上

部
配
置
ス
タ
ッ
フ
の
宿
舎
を

ロ
ー

）

プ
ウ
エ
イ
山
頂
駅
に
決
め
ま
し
た
。

こ
の
決
定
は
直
前
の
事
で
し
た

が
、
長
ら
く
使
わ
れ
て
い
な
い
ヒ

ュ
ッ
テ
を
雪
掘
り
ま
で
し
て
使
う

よ
り
は
良
い
だ
ろ
う
と
の
判
断
で

し
た
。
結
果
論
で
す
が
、

コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
に
断
熱

マ
ッ
ト
と
シ
ュ

ラ
フ
で
は
寒
く
、

レ
ト
ル
ト
食
品

で
の
自
炊
と
合
わ
せ
、
下
部
ス
キ

ー
場
内
ホ
テ
ル
宿
泊
ス
タ

ッ
フ
と

の
格
差
が
問
題
と
も
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
当
日
は
朝
か
ら
雪
で
し

た
が
、
視
界
が
利
き
風
も
弱
か

っ

た
事
か
ら
予
定
通
り
の
コ
ー
ス
で

実
施
、
今
年
は
初
め
て
エ
ン
ト
リ

ー
選
手
が
五
〇
名
を
越
え
、
後
半

か
ら
は
吹
雪
模
様
と
な
り
ま
し
た

が
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
終
了
後

は
旗
門
や
コ
ー
ス
旗
を
回
収
し
な

が
ら
大
会
本
部

へ
帰
還
。
こ
こ
で

配
置
要
員
の
足
回
り
考
慮
ミ
ス
か

ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
又
も
や

次
回
以
降
の
課
題
が
…
…
。
来
年

も
従
来
通
り
開
催
さ
れ
、
長
山
協

が
運
営
協
力
の
主
体
と
な
る
な
ら

ば
、
幾

つ
か
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
出
た
大
会
で
し
た
。

最
後
に
、
運
営
参
加
各
位
の
協

力
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
報
告
と

し
ま
す
。

山
岳
ス
キ
ー
運
営
担
当

小
　
林
　
自
（　
幸

吹雪の中やつてきた選手たち
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躍

山
曇

大

塩

裕

重

て
準
備
万
端
。
ガ
ス
の
中
か
ら
人

や
樹
木
が
ぼ
ん
や
り
現
れ
る
と
幽

玄

の
世
界

に
入
り
込
ん
だ
よ
う

で
、
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
サ
ク
サ
ク
と
快
適
に
、
時
に

は
ズ
ボ

ッ
と
深
み
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
高
度
を
か
せ
ぎ
、
避
難
小

屋
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
各
グ

ル
ー
プ
が
合
流
し
大
体
止
。
そ
し

て
前
後
し
な
が
ら
頂
上
を
目
指
し

ま
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
所
で
再
び

集
合
し
て
、
こ
こ
か
ら
は
頂
上
ま

で

一
緒
に
登
り
ま
し
た
。
根
子
岳

頂
上
も
濃
い
ガ
ス
の
中
で
、
集
合

写
真
の
あ
と
山
岳
会
ご
と
に
下
り

ま
し
た
。

昨
年
は
悪
天
候
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト

ま
で
も
た
ど
り
着
け
ず
に
撤
退
。

今
回
は
頂
上
を
踏
む
こ
と
は
で
き

ま
し
た
が
何
も
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
三
六
〇
度
の
展
望
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
そ
の
展
望
と
モ
ン
ス

タ
ー
を
見
て
み
た
い
。
来
年
も
ぜ

ひ
参
加
し
、

来
年
も
悪
天
候
な

ら
、
景
色
が
見
ら
れ
る
ま
で
雪
山

交
流
会
に
参
加
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

二
週
連
続
の
大
雪
で
、
我
が
家

で
は

一
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
積
雪

と
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
当
日
、

南
信
で
こ
れ
だ
け
積
も
れ
ば
、
菅

平
で
は
ど
れ
だ
け
の
雪
だ
ろ
う
と

心
配
し

つ
つ
出
発
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
北

へ
向
か
う
に
つ
れ
積
雪

は
減
り
、
菅
平
高
原

へ
の
道
路
に

は
雪
は
な
く
、
南
岸
低
気
圧
の
威

力
を
実
感
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で

予
定
よ
り
早
く
小
雪
舞
う
須
坂
青

年
の
家
に
着
き
ま
し
た
。
す
で
に

多
く
の
方
が
着
い
て
い
て
、
ひ
と

す
べ
り
し
て
き
た
人
達
も
い
た
よ

う
で
す
。
昨
年
よ
り
参
加
者
は
少

な
い
よ
う
で
し
た
が
、
食
事
、
親

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヽ一一一一一一一一一一．一．　
魏
畦
α
雌
帥
」
が
り
、

翌
日
は
各
山
岳
会

に
分
か
れ
て
根
子
岳

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

私
た
ち
駒
峰
山
岳
会

の

一名
は
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
な
の
で
、

ス
キ

ー
部
隊
の
あ
と
か
ら

行
く
事
に
し
ま
し
た
。

ゴ

ル
フ
場
を
抜
け
ヽ

ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
出

る
頃

に
は
ホ
ワ
イ
ト

ア
ウ
ト
状
態
と
な
り
、

下
り
に
ゴ

ル
フ
場

へ

の
分
岐
が
わ
か
ら
な

く
な
る
と
困
る
の
で

目
印
を
し

っ
か
り
記

憶
し
、
写
真
も
撮

っ

）

替i粛7務御ヒ中の湯温泉旅年
平成10年安房峠中腹に移転。

夏は焼岳登山、冬は上高地の

スノートレッキングの基地として

満喫して下さい。

スノーシュー・XCスキーレンタル有

〒390-1516

長 野県松本市安曇中の湯

丁EL 0263-95-2407
FAX 0263-95-2514
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五
月

一
七
日
０
、　
一
八
日
０
の

二
日
間
に
開
催
さ
れ
た

「第

一
七

回
雪
上
技
術
交
流
会

ｉｎ
針
ノ
木
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
は
指
導
員
資
格

取
得
希
望
者
の
事
前
講
習
と
協
会

員
の
技
術
研
修
の
二
班
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
私
は
事
前
講
習

へ
の
参
加

で
し
た
。

初
日
、
扇
沢
駅
に
集
合
し
て
全

員
で
大
沢
小
屋
付
近
の
キ
ャ
ン
プ

地
ま
で
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ン
ト
の
設
営
、
懇
親
会
用
の
特
大

テ
ー
ブ
ル
を
作
り
終
え
た
ら
早
速

講
習
会
の
開
始
で
し
た
。

私
に
と

っ
て
は
緊
張
の
二
日
間

の
開
始
と
な
り
、
雪
上
歩
行
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
が
緊
張
の
あ
ま
り

に
普
段
通
り
の
歩
行
も
出
来
ず
、

様
々
な
体
制
か
ら
の
滑
落
停
止
訓

練
で
は

「初
心
者

へ
は
ど
の
様
に

教
え
る
？
」
の
質
問
に
対
し
て
は

言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
ア
ッ
ク
ス
ビ
レ
イ
に
よ
る

確
保
で
は
様
々
な
事
に
手
間
取
り
、

自
己
脱
出
で
も
同
様
に
手
間
取
り
、

雪
上
技
術
交
流
会

ｉｎ
針
ノ
木

松
全

蜃

大

山

公

昭

額
か
ら
は
冷
や
汗
や
脂
汗
が
出
る

わ
出
る
わ
の
惨
愴
た
る
結
果
で
し

た
。
日
頃
練
習
を
行

っ
て
は
い
た

も
の
の
改
め
て
自
分
自
身
の
経
験

や
知
識
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

る
と
実
感
す
る
瞬
間
の
連
続
で
し

た
が
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
た

一
日
目
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
地
に
戻

っ
た
後
は
特

大
テ
ー
ブ
ル
を
参
加
者
全
員
で
囲

み
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄

っ
た
食
事

を
行
い
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
で

乾
杯
し
自
己
紹
介
を
行
い
、
日
頃

交
流
の
な
か

っ
た
方
々
と
も
お
話

が
出
来
て
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
日
目
は
朝
四
時
か
ら
行
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
稜
線

へ
向
け
て

進
み
、
途
中
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
を
装

着
し
て
の
歩
行
、
ペ
ア
を
組
ん
で

お
互
い
を
確
保
し
あ
い
、
必
死
に

息
を
切
ら
せ
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

私
に
と

っ
て
こ
れ
ま
で
天
候
と
の

相
性
が
悪
か

っ
た
針
ノ
木
は
、
こ

の
日
に
は
稜
線
に
立
ち
上

っ
た
際

に
雄
大
な
景
色
を
初
め
て
見
せ
て

く
れ
、
今
ま
で
必
死
に
息
を
切
ら

せ
な
が
ら
登

っ
て
き
た
私
の
疲
れ

を

一
瞬
に
し
て
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。
下
り
は

腐

っ
た
雪
な
が
ら
も
参
加
者
全
員

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
な
が
ら
下
山
を

し
ま
し
た
。

両
日
共
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
気

持
ち
良
く
講
習
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
私
自
身
は
群
馬
県

よ
り
こ
の
長
野
県
に
居
住
地
を
変

え
て

一
年
、
ま
だ
ま
だ
知
り
合
い

の
少
な
い
中
で
、
こ
の
様
に
会
の

枠
を
超
え
て
技
術
を
研
鑽
し
、
様

々
な
諸
先
輩
方
の
話
を
聞
け
る
こ

の
様
な
機
会
は
大
変
貴
重

で
あ

り
、
有
意
義
で
あ
る
も
の
だ
と
感

じ
、
来
年
の
交
流
会

へ
は
成
長
し

た
私
自
身
が
ま
た
参
加
出
来
る
事

を
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
く
思
い
ま

す
。最
後
に
、
こ
の
二
日
間
様
々
な

事
を
指
導
し
て
頂
い
た
講
師
の
方

々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

〒酢麟 警
警

=茸

な儀`警纂&1酔騰鞠曲騰購鷹農轟餐購F閣朧■■「
‐・・
ti=■・―・_..__=

ツアーカタログをご請求ください

瞳界の山旅・辺境の旅」各種カタログご希望の方は

下記ホームベ…ス メールまたは問い合わせ先まで

ご請求ください。無料でお送りしま■

7Jり イヽンツアー

ul::;]し、茫隕WWW.alpinO・ to

区∃infoOalplne・ touncom

●お問い合わせ・お申し込み

東 京/〒 105‐0003東京都港区西新橋2‐8‐ 11('ヤ東洋海事ゆ唯 )803(3503)1911
大 阪/〒 550‐0003大阪市西区京町堀1‐4‐3(TCF肥後橋ゆレ2階)806(6444)3033
名古屋/〒4500002名 古屋市中村区名駅Da陀 (第3千福ゆレ3階)8052(581)3211
福 岡/〒810‐0073福岡市中央区舞鶴 1‐ 2‐3(セントラルゆレ5階)●092(715)1557
総合崎 彙整取軸口靖 亀田広明(東京)・大島義広(大阪)・中川元宏(名古屋)・渡部秀樹(福岡)

●ヨーロッパの山旅
●カナタの山旅
0世界の山旅
●ネパールの山旅
●ニュージーランドの山旅
。ネイチャリングツアー
0ポレポレ倶業部～おすすめの旅
。日本の山

…――――――――観光庁長官登録旅行業第490号 (第 1種)一
―般社団法人 日本旅行業協会 正会員 旅行業公正取引協議会会員 ポンド保証会員

則 朋 ″」7多 馘 卿
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「
ジ

ュ
ニ
ア
登
山
教
室
」
は
、

長
野
県
山
岳
協
会
が
実
施
す
る
小

ｏ
中
学
生
対
象
の
登
山
教
室
の
こ

と
。
登
山
と
い
っ
て
も
ピ
ー
ク
を

目
指
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

目
的
地
は
、
少
し
山
奥
に
あ
る
楽

し
い
体
験
が
で
き
た
り
珍
し
い
景

色
に
出
会
え
た
り
す
る
秘
密
の
場

所
だ

っ
た
り
、
ま
た
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
り
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
楽

し
い
体
験
が
で
き
る
場
所
は

一
か

所
と
は
限
ら
な
い
。
目
的
地
に
着

第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室

・ｉｎ
鹿

島

槍

ケ
岳

北

股
本

谷

―
―
―
―
―
―
―
１
８
月
２
日
田

〈プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
〉

①
真
夏
の
時
期
に
雪
に
触
れ
る
体

験

（雪
渓
に
て
）

②
雪
渓
の
末
端
で
の
冷
気
と
雪
融

け
の
冷
た
い
水
に
触
れ
る
体
験

③
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
を

至
近
距
離
か
ら
見
上
げ
る
体
験

④
沢
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
生
き
物

に
触
れ
た
り
す
る
、
自
然
と
触

れ
合
う
体
験

く
ま
で
に
も
、
い
く

つ
か
の
楽
し

い
体
験
を
し
た
り
、
珍
し
い
景
色

に
出
会

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「ジ

ュ
ニ
ア
登
山
教
室
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
何
か
を
感
じ
て
ほ

し
い
。
何
を
感
じ
る
の
？
　
「
山

の
水
の
冷
た
さ
」
「
信
州
長
野
の

山
の
大
き
さ
」
「空
の
青
さ
」
「
山

の
中
で
食
べ
る
お
に
ぎ
り
の
お
い

し
さ
」
「
み
ん
な
で
歩
く
楽
し
さ
」

「
自
然
の
中

で
生
き
る
動
物
た
ち

の
た
く
ま
し
さ
」
。
ま
た
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
は
、
「達
成
感
」
「
満

足
感
」
…
…

一
〇
人
の
子
ど
も
が

い
れ
ば

一
〇
通
り
の
感
じ
る
も
の

が
あ
る
は
ず
。

「
ジ

ュ
ニ
ア
登
山
教
室
」

に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
か

ら
の
成
長
の
中
で
必
ず
プ
ラ
ス
に

な
る
で
あ
ろ
う
何
か
を
、
「
山
」

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
、
「
登
山
」

「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
自
身
に
ス

ト
レ
ー
ト
に
感
じ
て
ほ
し
い
。

第
２
回
ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室

・ｉｎ
高
瀬
渓
谷
湯
俣

―
―
―
―
―
―
―
‐
１０
月
１１
日
０

〈プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
〉

①
見
事
な
紅
葉
を
目
に
す
る
体
験

②
地
中
か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
温

泉
に
直
接
触
れ
る
体
験

（足
湯

体
験
、
温
泉
ゆ
で
た
ま
ご
体
験

等
）

③
片
道
七
キ
ロ
、
往
復

一
四
キ
ロ

を
歩
き
通
す
体
験

第
３
回
ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室

ク

ラ
イ

ミ

ン
グ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー０
月
１２
日
０

〈プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
〉

①
高
さ

一
五
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
登

る
体
験

②
「
登
り
き

っ
た
」
と
い
う
達
成

感
や
満
足
感
を
味
わ
う
体
験

③
友
達
の
上
手
な
登
り
方
を
自
分

の
登
り
方
に
活
か
す
と
い
う
体

験

二
〇

一
四
年

「ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室
」
の
予
定

カモリカスポロツ山の店・松本店
■■■1■■■■■■■■■■■■

夏|のフ■|ア1開1催中11
ん7/21(月 ・祝)
「バ|ッ クカ_ン トJ

注
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協会業務短信 今後の予定

【3月】☆13日 東北信支部定期総会
☆14日 諏訪支部定期総会
☆18日  日山協自然保護常任委員会

(小林)

【4月】☆ 5日 ～ 6日  山岳スキー競技日本選手権
大会 (栂池 宮本会長ほか多数)

☆ 7日 第 1回指導常任委員会 (松本)
☆12日 第 8回理事会

(山岳総合センター)

☆13日 第55回定期総会
(山岳総合センター)

☆17日 諏訪支部幹事会①
☆22日  伊那支部幹事会①
☆23日  中信支部幹事会①

【5月】☆ 8日  東北信支部幹事会①
☆12日 第 2回指導常任委員会 (松本)
☆15日 諏訪支部幹事会②
☆16日～17日 南信地区高等学校体育大会
☆17日～18日 第17回雪上技術交流会

(針ノ木雪渓)

☆17日 北信越五県代表者会議
(石川県 西田代理出席)

☆20日  一斉委員会 (松本 0あ がたの森)
☆24日 ～25日  第53回指導員検定会

【6月】☆ 5日～ 7日 長野県高等学校総合体育大
会登山大会

☆ 7日 物見の岩清掃
☆20日  やまなみ213号発行

(蝶ケ岳)

【6月】14日 諏訪支部クライミング講習会
14日～15日  日山協第33回海外遭難対策研

究会 (山岳総合センター)

14日 ～15日 日山協自然保護常任委員研修会

15日 長野県クライミング大会 (南砺市)
17日 伊那支部幹事会②
18日  中信支部幹事会②
19日 東北信支部幹事会②
20日 ～22日 北信越高等学校総合体育大会

登山大会 (新潟県)

【7月】 5日～ 6日 東北信支部・夏山登山教室
5日～ 6日 諏訪支部・夏山登山教室
7日  第 3回指導常任委員会
11日 諏訪支部幹事会③
18日 ～20日 「信州山の日」制定記念槍ケ

岳登山教室

23日  中信支部幹事会③
26日 ～27日  伊那支部・夏山登山教室
26日 ～27日  第35回北信越国体 (石川県)

【8月】 2日～ 4日  」OCジ ュニアオリンピック
(富山県南砺市)

3日 中信支部・夏山登山教室
8日 ～12日 全国高等学校総合体育大会登

山大会 (神奈川県)

9日 ～22日 ヤンパーチンキャンプ (中華

人民共和国 0チ ベット自治区)

23日 ～24日 指導者研修会 I(夏山)
(山岳総合センターほか)

【9月】 2日 伊那支部幹事会③
4日 諏訪支部幹事会④
8日 第 4回指導常任委員会
10日 やまなみ214号発行

槍とともに90年 山
と
出
は
相
逹
り

て
美
し

出
と
出
は
相
隣
り

て
美
し

〒
冊
剛
　
松
本
市
戌
来
ニ
ー
ニ
ー
六

皿

（○
二
な

こ

〓
三

―
二
・〓
ハ
ニ

Ш

（○
二
六
二
）
二
大
―
を

一
二
入

双
幸

印

刷
０槍 沢槍沢ロッデ アルプス鋤大天丼ヒュッテ

お問合せは…0391H1813松本市埋橋1丁目7の2槍ケ岳山荘事務所 TEL(0203)35¨7200・ FAX35¨0037

槍ヶ岳肩槍ヶ岳山荘 南 岳南 岳 小 屋
直通 000…2641…1911          直通 000中4524-9448
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エ
ベ
レ
ス
ト
雪
崩
事
故
と
結
末

2014(平成26)年 6月 20日 発行

今
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
雪
崩
事
故
で
幕
開
け
し
、

登
山
活
動
を
す
る
こ
と
な
く
多
く
の
問
題
を

残
し
な
が
ら
閉
幕
と
な

っ
た
。

四
月

一
八
日
早
朝
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ

上
部
の

〃ポ
プ
コ
ー
ン
〃
と
呼
ば
れ
る
約
五

八
〇
〇

ｍ
の
ク
レ
バ
ス
帯
で
荷
揚
げ
中
の
シ

ェ
ル
パ
を
襲

っ
た
雪
崩
は

一
三
名
の
犠
牲
者

と
三
名
の
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
Ｂ
Ｃ
に

は
四
〇
〇
名
弱
の
外
国
人
登
山
者
が
登
山
準

備
を
し
て
い
た
が
、
時
期
が
早
か

っ
た
こ
と

も
あ
リ
ル
ー
ト
上
に
は
お
ら
ず
、
雪
崩
に
は

巻
き
込
ま
れ
な
か

っ
た
。

問
題
が
こ
じ
れ
た
の
は
こ
の
後
で
あ

っ
た
。

Ｂ
Ｃ
に
滞
在
し
て
い
た
政
党
の
影
響
を
受
け

た

一
部
の
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

（政
府

連
絡
官
）
が
、
こ
の
機
会
を
捉
え
、
事
故
と

は
全
く
関
係
な
い
政
治
的
要
求
を
持
ち
出
し

た
。
　
″内
閣
に
３
名
の
大
臣
を
シ
ェ
ル
パ
族

か
ら
入
れ
ろ
″
〃
シ
ェ
ル
パ
族
を
役
人
に
無

試
験
で
採
用
し
ろ
″
な
ど
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
シ
ェ
ル
パ
族
を
利
用
し
た
政
治
要
求
で

あ
り
、
シ
ェ
ル
パ
族
そ
の
も
の
が
困
惑
し
て

い
た
。
事
故
の
処
理
、
捜
索
に
忙
し
い
シ
ェ
ル
パ

達
に
脅
迫
と
懐
柔
で
登
山
の
中
止
を
叫
び
、

現
場
は
異
常
な
事
態
と
化
し
た
。
事
態
を
重

く
見
た
政
府
は
観
光
大
臣
が
直
接

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
Ｂ
Ｃ
に
乗
り
込
み
、
混
乱
は
取
り
あし

員

モ
じ

ノ

大

津

昭

宣

え
ず
収
ま

っ
た
が
、
登
山
ル
ー
ト
の
再
整
備

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
と
、
政
治
ア
ジ
の
騒

動
で
登
山
隊
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
登
山
家
が

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
直
接
Ｃ
２
に
乗
り
込
み
単
独
で
、

中
国
の
女
性
が
こ
れ
も
単
独
で
、
そ
れ
ぞ
れ

エ
ベ
レ
ス
ト
、

ロ
ー
ツ
ェ
の
登
山
を
行

っ
て

い
る
。
日
本
か
ら
は
元
Ｆ
ｌ
レ
ー
サ
ー
の
片

山
右
京
さ
ん
、
富
士
山

一
六
〇
〇
回
登
頂
の

実
川
さ
ん
、
芸
能
人
の

〃電
波
少
年
　
福
島

県
親
善
大
使
　
な
す
び
″
さ
ん
、
女
優
井
本

さ
ん
な
ど
山
好
き
の
方
々
が
お
ら
れ
た
が
、

残
念
な
結
果
と
な

っ
た
。

遭
難
は
何
時
の
時
で
も
処
理
が
難
し
い
が
、

こ
の
大
量
遭
難
が
引
き
金
に
な
り
、
政
府
は

家
族
の
生
活
保
障
、
子
弟
の
教
育
の
確
保
の

為
、
基
金
を
創
設
し
、
こ
の
事
業
の
運
営
を

ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
に
委
託
し
た
。

こ
の
基
金
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
お
こ
る
全
て
の

遭
難
を
対
象
に
し
て
お
り
、
世
界
中
の
山
岳

団
体
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
為
、
山
岳

協
会
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

事
故
に
つ
い
て
は
五
月
二

一
日
か

互ヽ
ハ
月

四

日

ま

で

、

ド

イ

ツ

で

の

Ｕ

Ｉ

Ａ

Ａ

（
国

際

山
岳
連
盟
）
、
香
港
で
の
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ

（
ア
ジ

ア
山
岳
連
盟
）
の
委
員
会
に
ネ
パ
ー
ル
山
岳

協
会
が
出
席
し
、
詳
し
く
報
告
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

世界中の山々でご活躍の長野県のみなさまへ

神々の国ネパールはいかがですか

ごあいさつ

弊社は倉1立以来、登山隊、調査隊、撮影隊などへのサポー トや トレッキング、各種観光旅行の手配

に、多くの方々のご支持をいただいてきました。今後ともお客様にご満足頂けますよう努めて参りま

すので、何卒よろしくお願い申し上げます。遠征隊、登山隊につきましては大津二三子と奥田仁一が

担当させて頂きます。日本語でお気軽にお問い合わせください。

登山隊取扱い実績
。メジャーエクスベディション (ネパール政府許可峰と中国への登山隊)297隊 (2011年末現在)
。ライ トエクスベディション  (ネパール山岳協会許可峰)354隊 (2011年末現在)

コスモトレック&トラベル株式会社
PO BOX 2541 Lazimpat Kathmandu′ NEPAL  ttel:+977-1-4416226′ 4411437 Fax:+977-1-4415275

E― mail:fumi@mos com.np(日 本語)cosmo@mos com np(英 語)http:〃 www oosmOtrektravel com
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初心者 0-般登山者募集

安全で楽しい登山のために

主催 :長野県山岳協会   共催 :長野県山岳遭難防止協会
主管 :長野県山岳協会東北信支部・諏訪支部 。伊那支部 中信支部は長野県山岳総合センターと共催
後援 :長野県教育委員会

お申し込みは、住所 0氏名・電話番号・生年月日 OEメールアドレスまたはFAX番号を明記の上tなるべく
FAX・ Eメールでお願いします。折り返し詳細を記した要項をお送りいたします。地域は限定しません。遠く

からの参加もお待ちしています。会員の皆様もあ、るつてご参加下さい。

主管 東 北 信 支 部 中 信 支 部 諏 訪 支 部 伊 那 支 部

期
日 7月 5日 0～ 6日 (日 ) 8月 3日 (日 ) 7月 5日 0～ 6日 (日 ) 7月 26日0

山

域

上越高原浅間山周辺

高峰高原

大町市運動公園の人工岩

場

八ケ岳 :唐沢鉱泉～天狗

岳～ニュウ～麦草峠

中央アルプス 駒ケ岳
(2956 rn)

山頂往復
募

　

集

先着30名

(初心者、小学 4年生以
上。小・中学生は原則保

護者同伴)

254名

小学生 。中学生

(高校生以上、保護者、

大人は付さ添いのみ)

先着20名程度

(★★☆☆☆) 20名程度

(初心者歓迎、 1日 5時
間程度の歩行ができる)

参

加

費

5,000Fヨ

長野県須坂青年の家 (泊 )

1泊 2食・講習費・保険
代込み

1,500円

保険

15,000円

黒百合ヒュッテ泊

1泊 2食・講習費・保険

4,400Fヨ

バス代 。□一プウェイ代

保険代

講

習

内

容

【7月 5日 l■l】

講演 :「夏山の遭難発生

状況と遭難防止対策につ

いて」

長野県警遭難救助アド

バイザー

座学 :「安全登山の基礎

知識」

【7月 6日個)】

実習講習

湯ノ丸山～鳥帽子岳縦走

(歩行時間約 6時間、累
積標高上716m、 下705m)

大町市運動公園の人工岩

場におけるフリークライ
ミング

(ト ップロープ方式)

【7月 5日ω】

茅野駅9:00～唐沢鉱泉10:00
～西天狗～東天狗～黒百合
ヒュッテ15:00(泊 )

【7月 6日個)】

黒百合ヒュッテ7:00～ニュ

ウ～白駒池～麦草峠12:00

【講習内容】

①安全登山について

②登山用具の使用法

③高山植物

④夏山遭難防止のための

基礎知識

⑤岩稜通過の注意点・実

技指導

⑥地図の読み方

【7月 26日 l■l】
6:00 駐車場集合
8:00 出発
千畳敷にて説明を行った

あとに下山
16:00 解散

【講習内容】

オリエンテーリングのよ

うに地図へ記入をして、
地図の見方を体験するこ

とをメインに行う。

①事前の準備

②地図の読み方

③危険箇所の通過

④救急用品など、共同装

備の説明    など

集

合

解

散

7/51■1 13:00～ 13:20
受付

長野県須坂青年の家
7/6個)16:00(予定)
登山口にて解散

8/3 9:00～ 9:20
現地で受付

15:40現地で解散

7/5 1EL1 9:00 茅野駅
(車の方は茅野市役所駐

車場)集合
7/6012:00 麦草峠

7/261■l 中央アルプス
観光・駒ケ岳□―プウェ

イ菅の代バスセンター大

駐車場集合

16:00時頃 解散

申
込

・
問
合
せ
先

長野県山岳協会東北信支部
事務局 宮 下 克 規
丁EL&FAX 026-221-1173
E―mail

umekiya@rnxl a輌 s neip

申込締切 6月 22日 lB)
定員になり次第締め切リ

長野県山岳総合センター

TEL 0261-22-2773
FAX 0261-22-5444
E― mail

info(Dsangakuso9ocenter

COm

申込締切 7月 18日0
定員になり次第締め切リ

長野県山岳協会諏訪支部
才旨導音『 :佐 イ白和 人
TEL 090-8725-1572
E― mail kzfm2@yahoo oo ip

申込締切  6月 22日 (日 )
申込みはなるべく E―mallに
てお願いします。
お申込み後、 1～ 2日以内に
確認の連絡がなければ上記
T[Lま でお問い合せ下さい。

長野県山岳協会伊那支部

伊那山の会 佐 野 隆 司
FAX 050-1396-9404
E― rrla‖

natuyama37760)mai1 9oo

ne Jp

申込締切 7月 21日0
定員になり次第締め切リ
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鷲
ケ
峰
は
下
諏
訪
町
と
長
和
町

の
境
の
標
高

一
七
九
七

・
九

ｍ
、

八
島
ケ
原
湿
原
の
北
西
に
位
置
す

る
山
で
す
。
私
に
と

っ
て
は
多
少

天
気
が
悪
く
て
も
自
宅
か
ら
眺
め

る
こ
と
の
で
き
る
山
の
た
め
、　
一

一日

一
回
は

つ
い
見
て
し
ま
い
ま
す
。

三
十
代
に
な

っ
て
か
ら
友
人
と

始
め
た
登
山
で
し
た
が
、
最
初
は

夏
山
だ
け
を
登

っ
て
行
く

つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
、
登
山
を
始
め

て
か
ら
改
め
て
眺
め
る
八
ケ
岳
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
冬
山
に
登

る
こ
と
を
決
意
。
そ
こ
で
、
近
く

に
あ
り
、
標
高
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
山
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
鷲
ケ

峰
が
候
補
に
上
り
ま
し
た
。

鷲
ケ
峰
の
登
山

コ
ー
ス
は
八
島

湿
原
側
か
ら
と
和
田
峠
側

か
ら
の
ニ
コ
ー
ス
。
山
頂

ま
で
の
所
要
時
間
は
そ
れ

ぞ
れ

一
時
間
と

一
時
間
二

〇
分
。
片
側
か
ら
の
往
復

で
は
い
さ
さ
か
短
い
の
で
、

八
島
湿
原
側
か
ら
鷲
ケ
峰

を
通
り
和
田
峠
ま
で
行
き
、

帰
り
は
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

を
歩
い
て
帰

っ
て
く
る
計

画
を
立
て
ま
す
。

一
月
の
あ
る
日
、
八
島

湿
原
の
駐
車
場
に
車
を
止

め
て
歩
き
出
し
ま
す
。
夏

は
笹
に
覆
わ
れ
た
登
山
道

も
雪
と
ト
レ
ー
ス
の
た
め
快
適
に

進
み
ま
す
。
頂
上
に
は
視
界
を
遮

る
木
々
は
な
く
、
八
ケ
岳

ｏ
北
ア

ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
・
諏
訪
湖

を
眺
め
て

一
体
み
。
短
時
間
で
三

六
〇
度
の
眺
望
を
得
ら
れ
る
の
が

鷲
ケ
峰
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
休

憩
の
後
、
和
田
峠
ま
で
出
発
。

八
島
湿
原
駐
車
場
か
ら
鷲
ケ
峰

ま
で
は
そ
れ
な
り
の
ト
レ
ー
ス
が

あ

っ
た
の
で
す
が
、
鷲
ケ
峰
か
ら

和
田
峠
ま
で
は
冬
は
通
る
人
が
い

な
い
よ
う
で
小
レ
ー
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
こ
ち
ら
の
斜
面
が

急
で
、
な
だ
ら
か
な
場
所
に
出
る

ま
で
は
腰
ま
で
埋
ま
り
な
が
ら
の

行
動
で
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
標
高

で
ラ
ッ
セ
ル
に
な
る
と
は
予
想
し

て
い
な
か

っ
た
た
め
わ
か
ん
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
人
生
初
の
ラ
ッ
セ

ル
で
す

（し
か
も
何
故
か
下
り
）
。

ア
ル
プ
ス
に
比
べ
れ
ば
標
高
が
低

い
た
め
侮

っ
て
い
た
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。
結
局
、
根
気
と
体
力
が

尽
き
て
和
国
峠
ま
で
行
か
ず
に
ビ

ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
に
降
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
山
は
標
高
で
難
易

度
が
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
教
訓
を
得
ら
れ
た
た
め
思
い
出

深
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
翌
月
に
準
備
を
整
え
て

当
初
の
計
画
を
達
成
し
ま
し
た
。

八
島
湿
原
側
の
み
で
も
眺
望
を

満
喫
で
き
、
冬
に
気
軽
に
足
を
運

ぶ
に
は
い
い
山
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ラ

イ
フ
＆
マ
ウ
ン
ト

小

口

得

也

塩嶺峠からの鷲ケ峰

頂上からの諏訪湖

区 ]上
高地
働 ネ 壕五

山荘

〒3901516長 野 県 松 本 市 上 高 地
TEL 0263-95-2206
FAX 0263-95-2208

冬期事務所 (11月 中旬～ 4月 中旬)

〒3900303 長野県松本市浅間温泉 3-26-10
TEL&FAX 0263-46-1358

http://― .nishiitoyaocom/ E―maJ info@niSh五 toya.com


